
　
12
月
３
日
㈫
か
ら
１
月
９
日
㈭
ま
で
パ

ブ
リ
ッ
ク
・
コ
メ
ン
ト
を
行
い
ま
し
た
の

で
、
結
果
の
公
表
を
行
っ
て
い
ま
す
。

●
公
表
期
間
　
２
月
28
日
㈮
〜
3
月
31
日
㈪

●
閲
覧
場
所
　
◇
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
◇

市
役
所
（
本
館
１
階
ホ
ー
ル
・
行

政
資
料
室
（
市
役
所
新
館
３
階
）・

担
当
課
）◇
ま
ど
か
ぴ
あ
図
書
館
◇

各
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
◇
す

こ
や
か
交
流
プ
ラ
ザ
◇
青
少
年
の

居
場
所
「
ユ
ー
プ
レ
」

パ
ブ
リ
ッ
ク
・
コ
メ
ン
ト

実
施
結
果

市ホームページ

　今回は、大野城市産の果物を紹介します。
　大城地区の岡本さんは、果物を専門に生産してい
ます。父親が「もも」を栽培していた果物畑を、こ
のまま荒らしてしまうのはもったいないと考え、定
年を機に、果物の栽培に挑戦したのが始まりだそう
です。
　３月から５月にかけては、「甘夏」が出荷の季節
を迎えます。農薬を減らしつつ、病害やイノシシな
どの獣害に注意して丁寧に栽培された甘夏を、ぜひ
直売所で手に取ってみてください。

岡本さんからのメッセージ
　ギリギリまで熟してから収穫し、食べ頃に店
頭に並ぶよう心掛けています。
　６月から８月にかけては、「もも」の出荷も
予定しています。

岡本さんが生産した果物は、農産物直売所「ゆめ畑」大野城店〔御
笠川〕で取り扱っています。

岡本政春さんの「甘夏」
 おか　もと　まさ　はる

vol.04

地元野菜を食べよう！  メイド・イン大野城

「ゆめ畑」大野城店
ホームページ●問い合わせ先　　産業振興課産業振興担当　☎（580)1894

●
対
象
者
　
市
内
に
居
住
し
、
技
能
を
修

得
し
た
い
と
い
う
意
欲
が
あ
る
が
、

経
済
的
な
理
由
で
修
学
が
困
難
で
、

次
の
全
て
に
当
て
は
ま
る
人

◇
中
学
校
、
義
務
教
育
学
校
、
高
等
学

校
も
し
く
は
中
等
教
育
学
校
の
新
規

卒
業
者
（
中
等
教
育
学
校
の
前
期
課

程
を
修
了
し
た
人
を
含
む
）

◇
高
等
学
校
ま
た
は
中
等
教
育
学
校
の

後
期
課
程
を
中
退
し
た
人

●
対
象
学
科

◇
専
修
学
校

①
専
門
課
程
（
修
業
年
限
１
年
以
上

２
年
未
満
）

②
高
等
課
程（
修
業
年
限
１
年
以
上
）

③
一
般
課
程（
修
業
年
限
１
年
以
上
）

◇
各
種
学
校
（
修
業
年
限
１
年
以
上
）

※
職
業
に
必
要
な
技
術
・
技
能
の
習
得
を

目
的
と
し
た
学
科
に
限
る
。

※
対
象
と
な
る
学
校
な
ど
で
不
明
な
点
は

問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

●
貸
与
要
件
　
次
の
い
ず
れ
か
に
当
て
は

ま
る
人

◇
生
活
保
護
法
に
基
づ
く
保
護
を
受
け

て
い
る
世
帯

◇
地
方
税
法
の
規
定
に
よ
り
市
民
税
が

非
課
税
と
さ
れ
て
い
る
世
帯

◇
地
方
税
法
の
規
定
に
よ
り
市
民
税
が

減
免
さ
れ
て
い
る
世
帯

◇
世
帯
の
収
入
が
生
活
保
護
基
準
の

１
・
５
倍
以
下
の
人

●
貸
与
額

◇
入
校
支
度
金
　
10
万
円

◇
修
学
資
金
（
月
額
）

専
門
課
程
　
５
万
３
０
０
０
円

そ
の
他
課
程
　
３
万
円

※
在
学
期
間
中
が
貸
与
期
間
と
な
り
ま
す
。

●
利
子
　
無
利
子

●
返
還
方
法
　
月
賦
･
半
年
賦
・
年
賦
の

い
ず
れ
か
で
、
卒
業
の
６
カ
月
後
か

ら
在
学
期
間
の
３
倍
の
期
間
以
内
に

返
還

※
返
還
期
間
の
最
大
限
度
は
、
12
年
未
満

で
す
。

●
申
込
方
法
　
貸
与
申
請
書
と
世
帯
調
書

（
い
ず
れ
も
申
込
先
で
配
布
）
お
よ

び
在
学
証
明
書
を
提
出

●
申
込
期
間
　
４
月
１
日
㈫
〜
30
日
㈬

（
土
・
日
曜
日
を
除
く
）

●
申
し
込
み
と
問
い
合
わ
せ
先

福
祉
サ
ー
ビ
ス
課
福
祉
政
策
担
当

☎（
５
８
０
）１
８
5
1

若
年
者
専
修
学
校
等

技
能
習
得
資
金

発
掘
調
査
御
陵
古
墳
群
出
土
三
角
縁
神
獣
鏡
の
秘
話 186

あ
け
て
み
よ
う
！ 

　
赤
坂
山
が
ど
こ
に
あ
っ
た
の
か
は
、
今
は

分
か
ら
な
く
な
っ
て
い
ま
す
が
、
村
長
は
そ
の

後
も
鏡
を
代
々
大
切
に
保
管
し
て
い
ま
し
た
。

　
一
八
六
七
年
、
中
村
の
村
長
の
ひ
孫
が
村

長
を
務
め
て
い
た
時
、
京
都
か
ら
太
宰
府
に

送
ら
れ
て
い
た
三
条
実
美
ら
が
乙
金
村
の
村

長
の
家
に
遊
び
に
来
ま
し
た
。
中
村
の
村
長

は
、
家
で
大
切
に
保
管
し
て
き
た
三
角
縁
神

獣
鏡
を
見
せ
、
三
条
公
は
そ
の
鏡
を
見
て
大

変
興
味
深
く
思
い
、
後
日
次
の
歌
を
中
村
の

村
長
に
送
り
ま
し
た
。

ふ
る
鏡
　
影
は
く
も
れ
と
古
の

あ
と
は
さ
や
か
に
見
へ
て
残
れ
り

　
鏡
は
そ
の
後
、
大
野
城
市
で
保
管
さ
れ
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
子
ど
も
が
持
っ
て
い

た
ま
ま
で
あ
れ
ば
失
わ
れ
て
い
た
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。
鏡
を
残
そ
う
と
、
さ
ま
ざ
ま
な
人

た
ち
が
今
に
つ
な

い
で
く
れ
て
い
る

の
で
す
。

●
問
い
合
わ
せ
先

心
の
ふ
る
さ
と
館
文
化
財
担
当

 

　☎（
５
５
８
）2
2
0
5

　
大
野
城
心
の
ふ
る
さ
と
館
に
納
め
ら
れ
て

い
る
三
角
縁
神
獣
鏡
。
古
墳
時
代
前
期
に
作

ら
れ
た
も
の
で
、
縁
の
断
面
が
三
角
形
を
し

て
お
り
、
鏡
の
中
心
に
は
神
仙
と
霊
獣
の
像

を
配
置
し
て
い
る
こ
と
が
特
徴
で
す
。
こ
の
鏡

は
、
割
れ
て
バ
ラ
バ
ラ
に
な
っ
て
お
り
、
今
は

８
片
が
残
っ
て
い
ま
す
が
、
出
土
し
た
時
の
様

子
に
つ
い
て
、次
の
よ
う
な
秘
話
が
あ
り
ま
す
。

　
御
陵
中
学
校
の
近
く
に
、
赤
坂
山
と
呼
ば

れ
た
山
が
あ
り
ま
し
た
。
今
か
ら
２
０
０
年

ほ
ど
前
の
一
八
〇
二
年
、
こ
の
山
で
遊
ん
で

い
た
３
人
の
子
ど
も
た
ち
が
山
中
か
ら
古
い

鏡
を
掘
り
出
し
ま
し
た
。
こ
の
鏡
が
、
三
角

縁
神
獣
鏡
で
す
。

　
鏡
は
掘
り
出
さ
れ
た
時
は
完
形
で
あ
っ
た

よ
う
で
す
が
、
16
片
に
打
ち
割
っ
て
３
人
で

分
け
合
っ
て
持
っ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、

こ
の
こ
と
を
聞
き
つ
け
た
当
時
の
中
村
の
村

長
が
、
古
い
鏡
で
あ
っ
た
の
で
博
多
の
鋳
物

師
に
頼
ん
で
大
小
１
枚
ず
つ
複
製
の
鏡
を

作
っ
て
も
ら
い
、
１
枚
は
御
陵
中
学
校
の
南

側
に
あ
る
御
陵
宝
満
神
社
に
、
も
う
１
枚
は

中
宝
満
神
社
に
納
め
ま
し
た
。

　
ま
た
、
鏡
を
掘
り
出
し
た
場
所
を
村
長
た

ち
が
調
べ
た
と
こ
ろ
、
剣
と
古
い
木
を
見
つ

け
ま
し
た
。
赤
坂
山
に
は
古
墳
が
あ
っ
た
と

考
え
ら
れ
ま
す
。

さ
ん  

か
く

ぶ
ち

し
ん
じ
ゅ
う
き
ょ
う

い
に
し
え

さ
ん
じ
ょ
う
さ
ね
と
み

御陵古墳群出土
三角縁神獣鏡

  大
野
城
市
広
報
・
広
聴
戦
略
プ
ラ
ン（
案
）

●
問
い
合
わ
せ
先

プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
推
進
課
ふ
る
さ

と
広
報
担
当

☎（
５
８
０
）１
８
０
０

大
野
城
市
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
ア
ク

シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
（
案
）

●
問
い
合
わ
せ
先

プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
推
進
課
に
ぎ
わ

い
づ
く
り
担
当☎（

５
８
０
）１
８
９
５

　市では、さまざまな分野でまちづくりに貢献
した人やスポーツなどの分野で特にその活躍が
著しい人を表彰しています。
　特別表彰を３人に贈呈しましたので、その氏
名と表彰理由を紹介します。（順不同・敬称略）

松原湊太　船越義珍杯第16回世界空手道選手権大
会　19歳～21歳　男子・形の部優勝（写真中央左）
小山ゆら　船越義珍杯第16回世界空手道選手権
大会　12歳　女子・形の部優勝（写真中央右）
※上記２人は、２月22日㈯に贈呈
渡邊直子　※表彰理由および写真などは、特集
（P２～３）に掲載しています。

大野城市表彰
特別表彰を贈呈
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